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Abstract

The purpose of this study is to interpret what kinds of massages were tried to transmit

world wide in the Opening Ceremony of 1998 Nagano Winter Olympic Games on

television. I referred to the intentions of the producers of the Opening Ceremony, the ideal

of the Organizing Committee, and the aims of the Ceremony according to the Olympic

Charter for this interpretation.

The Opening Ceremony in Nagano was planned as festival, spectacle, and ritual perform-

ance. The programs were as follows: The ringing bell at Zenkoji Temple to banish earthly

desires and purify the soul; The raising of eight log pillars known as Onbashira to form

four gates and to consecrate the Olympic Stadium into a sacred arena; The Dohyo-iri

Ceremony, the ring-entering ceremony by sumo wrestlers, which reached its climax when

the yokozuna grand champion wrestler Akebono entered the dohyo to purify the ground

for the athletes; The Nagano Games peace appeal song, which conveyed a message of

hope for global peace, sung by schoolchildren dressed as Yukinko (snow children); The

parade of athletes preceded by Sumo wrestlers and schoolchildren; The opening ritual

according to the protocol decided by the IOC; The global chorus performance of

Beethoven's Ode to Joy led by conductor Ozawa linking five cities on five continents with

Nagano. By analyzing what kinds of cultural messages these programs had, it is possible to

clarify the real aims of the Opening Ceremony.

It can not only be said that the Japanese national culture based on the Nagano local

culture was transmitted to the global level, but also that the trans-national culture through

the internationalism of the opening ritual ceremony is represented by the global symphony

of Ode to Joy. It can also be interpreted that the localism was expressed as the globalism.

It is questionable, however, whether these global massages were understood through the

world, and whether these were well matched with the educational ideal of Olympism.

1 Cultural aspects of the opening ceremony of 1998 Nagano Winter Olympic Games: From localism to globalism

2 Naofumi MASUMOTO
, Department of Kinesiology, Tokyo Metropolitan University, 1-1, Minami-Ohsawa,

Hachioji, Tokyo 192-0397
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1.緒 言

1998年2月 に長野で開催された第18回 冬季

オ リンピック競技大会には72の 国 ・地域から

3,500人 の選手 ・役員が参加 した.そ の初 日の

開会式では,ORTO'98と いう国際ラジオ ・テ

レビ制作機構が世界共通のテレビ画像を作成 し,

122力 国30億 人の人々に開会式の様子を伝え

た1).ビ デオリサーチ調べによると,日 本での

開会式のテレビ視聴率はNHK衛 星放送テレビ

で35.8%(関 東地区)に 上った.こ れは過去の

冬季五輪開会式の視聴率の記録である1972年

札幌冬季五輪の24.8%を 大幅に塗 り・替えた2).

この開会式では浅利慶太を総合プロデューサー

として演出を計画 し,小 沢征爾や萩元晴彦 ら

400人 のスタッフが3年 間かけて事前の準備 と

稽古に当たった とされる3).彼 らが世界に向け

て発信 しようとしたオ リンピック開会式のメッ

セージは どのような ものであったのであろう

か?ま たそれはうまく伝わったのであろうか?

このようなメディアを介 したスポーツ観やスポ

ーツイメージの流布の問題については,あ まり

研究されていないのが実状である4).一 般的な

意見ではあるが,日 本に限 らず世界中からこの

開会式に対 して,賛 否両論の様々な意見が公に

されている.こ れらはテレビというマス ・メデ

ィアを通 して理解されたオ リンピック像の一つ

であるといえる.

本研究では,こ の開会式で一体どのようなメ

ッセージがテレビを通 じて世界に発信されよう

としたのかを,テ レビ画像を資料 として解釈す

ることを目的とした.考 察の資料 として,映 像

資料 としてNHK衛 星放送VTR画 像(録 画),

文字資料として新聞,雑 誌,長 野五輪公式ホー

ムページ,イ ンターネット上のCNNSIお よび

日本の五輪関連のチャット,イ ンターネット上

での学会 リス ト論議の内容を用いた.そ れ らを

解釈する際 には,IOCの 五輪憲章,長 野五輪

の大会理念,開 会式の演出サイ ドの意図 という

理念的な背景を参照することにした.

2.開 会式の文化性解釈の方法

オリンピックの競技そのものではな く,こ こ

では開会式 という文化的 ・儀礼的パフォーマン

スを主たる解釈の的 とする.そ の理由として,

視聴率の高さから見て多 くの人々の目に触れた

ものであること,平 和の祭典 としての五輪のス

ター トとして共通の関心を呼びやすいものであ

ることが挙げられる.解 釈の際には,ス ポーツ

解釈学の定式,つ まり 「スポーツ実践者の行為

によって描かれたプレイテクス トをコンテクス

トに応 じメタ ・テクス トに配慮しながら解釈す

ること」という定式における,テ クス ト,コ ン

テクス ト,メ タ ・テクス トという多層的準拠枠

に応じて開会式の諸プログラムを解釈すること

とした.そ の関係をま とめると図1の ように

示すことができる5).

開会式の各プログラムはパフォーマンスとし

てテクス ト化できるがそれは時代的 ・文化的コ

ンテクス トに規定されている.さ らにそのテク

ス ト・コンテクス トは認識や行動の枠組みとな

るメタ ・テクス トによってもその意味を規定さ

れることになる.そ のメタ ・テクス トは一般的

なスポーツ認識型枠,制 作者の認識型枠,観 賞

者の認識型枠に大別される.こ の認識の型枠は

開会式のプログラム解釈のフレームワークとし

て機能するといえる.

このような解釈のフレームワークとして,こ

の他にMacAloon6)の 多肢的ジャンル論からみ

たフレームワークとい うものが示唆に富む.

MacAloonは オ リンピックというパフォーマゾ

スは次の5つ の型枠 とメタ ・メッセージによ
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図1　 開会式生映像の解釈フ レーム ・ワーク

って認識されるとした.(1)ス ペクタクル=見 せ

物:こ の型枠内の全陳述は大言壮語,聞 き惚れ

るのも結構だが要注意,(2)フ ェスティバル=祝

祭:こ の型枠内の全陳述は歓喜 と幸福の糧であ

る,(3)リチ ュアル=儀 式:こ の型枠内の全陳述

は真であ り,も っとも大切で真面 目な話であ

る,(5)ゲ ーム:こ の型枠内の全陳述は偽であ

る,(6)真実:違 っているのは我々同じだから互

いに尊敬する,と いう6つ である.こ れらは

開会式諸プログラムの型枠のメタ ・テクス トと

して活用できる.特 に図1に おける一般的な

認識枠の代わりとして有用である.

ところで,佐 伯7)はメディア ・スポーツのメ

ッセージは次のようなイデオロギー性を持つと

主張する.「…メディア ・スポーツのメッセー

ジは視聴読者の好みと期待に情緒的に答えなが

ら最 も無難な価値を流布するイデオロギー性を

持つ.そ れは流行に乗 りながら保守的な価値の

遵守を勧めるメッセージなのだ」(P.937)と.

そして流布されるイデオロギーは次のようなも

のであるという.(1)競 技に内在する正義,法,

義務,権 威等を基盤にして,紛 争処理のモデル

を提示 し,英 雄 と悪漢の役割配分を行い,罰 を

公開 し,社 会秩序の維持 と統制イデオロギーを

流布する.(2)性役割の固定化,人 種や民族イメ

ージのステレオタイプ化,そ して個人主義的業

績の強調と私的生活主義のライフスタイルを楽

しみの内容とすることによって,消 費社会にお

ける消費文化のイデオロギーを流布する.さ ら

に,(3)競技の秩序をコアにしながら国際的なイ

ベン トのメディア化において,ナ シ ョナリズム

のイデオロギーを流布するのである.確 かに,

このようなヘゲモニー性をメディア ・スポーツ

は持ち合わせている面が多いことは事実であ

る.し かしながら,オ リンピック大会の度に自

国の選手を応援するというようなナショナ リズ

ムの保守的な価値の流布だけが,オ リンピック

大会の持つメッセージ性ではないともいえる.

つまり,オ リンピック大会のようなスペクタク

ルにおいても,ナ シ ョナルなイデオロギーだけ

ではなく,ト ランスナショナルなイデオロギー

をグローバルなレベルで発信 し理解させること

ができるのではないか,と いう疑問である.本

研究では,ス ポーツ競技ではな く開会式 という

露出度の高い演出に着 目してこのようなグロー

バリズムを含めて開会式の文化性を解釈するこ
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とにする.

3.用 語の規定

3.1文 化性とは

ここで言 う文化性 とは,文 化人類学でいう

「文化複合」 という概念における社会文化側面,

技術(物 質)文 化側面,精 神文化側面の各側面

をさす ものである.本 研究では,精 神的 ・価値

的な文化性を中心に考察することにする.な ぜ

な らば,文 化複合の3側 面の相互関連性に文

化性があることも事実であるが,個 別文化を寄

せ集めた開会式の各プログラムについては,そ

の制度性や技術的側面よりも価値観や象徴性な

どの精神文化側面の内容こそが世界に向けて発

信されたメッセージ性 として重要であると考え

られるからである.

3.2グ ローバリズムとは

ショー8)によればグローバ リズム とは単一の

概念ではな く次のような多様な状況にあるとさ

れる.「…グローバル社会は近代的生産,市 場,

コミュニケーション,文 化的政治的近代化の統

合力がグローバル,リ ージョナル(地 域),ナ

ショナル,ロ ーカル(地 方)と いった多様な区

分や差異 と相互作用する多様性を持つ社会領域

だと理解するのが最も適切である.グ ローバル

社会は単一の社会システムとしてではな く,そ

の中に様 々なシステム-あ るものは純粋にグロ

ーバルであり,あ るものはグローバル化の端緒

にある,さ らにまだナシ ョナルあるいはローカ

ルな文脈の中に縛 られているものもある一が存

在する社会関係の場 として理解されるべきであ

る」(PP.25-26).一 方,MaGuireg)は スポー

ツ文化のグローバ リゼーシ ョンを次の5つ の

ような段階的なもの として考えている.そ の

5段 階 とは,人 の交通,技 術の流通,資 本の流

れ,メ ディアの流通,イ デオロギーの支配 とい

う段階 として展開される.さ らに,彼 はスポー

ツ文化のグローバル化は,先 ずグローバルな流

れを創 りコン トロールする組織化の出現 と,次

いで,こ の流れに反 して自己のオ リジナルな文

化生産を再流通されるグループ(エ スニック ・

スポーツなど)の 共存 という事態を特徴 とする

という.こ のようにグローバリゼーシ ョンとは

スポーツ文化の一様化 ・単色化 ということでは

ない.つ まり,ス ポーツ文化に限らずグローバ

ルな展開 とは,人,物,金(資 本),技 術,情

報,エ ネルギー,軍 隊,文 化 ・思想(イ デオロ

ギー)な どが地球規模で展開されることであ

り,そ の段階には多様性があるということであ

る.ス ポーツ文化の展開も当然これに習 うもの

である.

4、 開会式プ ログラムの解釈

4.1開 会式のテクス ト・コンテクス トとグロ

ーバリゼーションの段階

開会式は様々な行動の型枠で演出された とい

える.MacAloon流 にいえば,開 会式プログラ

ムは 「祝祭」 と 「見せ物」および 「儀式」 とい

う型枠が取 り混ぜられたものであったといえよ

う.そ れら各プログラムのテクス ト・コンテク

ス ト・フレームワーク ・象徴的意味 とそのロー

カリズムからグローバ リズムへのスパンを読み

解いていくことが本研究の主眼である.

開会式を大き く区分するならば,1998年 の

長野五輪の開会式のプログラムは善光寺の鐘か

ら始まり,諏 訪地方の建御柱の宗教的儀式によ

って四方に入場門を形成 し,幕 内力士や横綱曙

の土俵入 りによって場の魑魅魍魎を退散させ,

子 ども達のピース ・アピール ・ソングによって

世界平和や未来への希望 というメッセージを発

信 した.さ らに選手入場以後はオ リンピック憲

章に則った開会儀式が執 り行われ,最 後に小澤

征爾指揮による全地球的規模の大合唱 「歓喜の

歌」によって世界 との連帯 というメッセージが

主張された.こ れらのプログラム構成内容のそ

れぞれが,ど のような文化性を担っているのか

を確認することによって,開 会式の真のねらい

を明らかにすることができる.

また,総 合プロデューサーである浅利慶太 ら
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の意図を参照することは,何 が 一体発信されよ

うとしたかを確認する上で重要である.小 沢征

爾(ボ ス トン ・フィルハーモニー指揮者),萩

元晴彦(テ レビプロデューサー)を 含め,浅 利

ら60歳代の3人 がIOCの 秘密主義,商 業主義,

権威主義に抵抗 して,選 手主体,プ ログラム公

開による市民参加の促進を試みたが,IOCの

秘密 ・商業 ・権威主義を崩せなか った とされ

る10)11).つま り,浅 利慶太 らは開会式の詳細

を事前にテレビなどのメディア界に発表 して,

参加者全員に開かれた参加型の開会式を挙行 し
『ようとしたが

,IOCの 秘密主義-テ レビ報道

で初めて一般視聴者の眼に触れさせることによ

って感動を生む という商業主義-に よって,そ

の斬新な試みは挫折 した.開 会式プログラムの

事前公開はIOCに よって禁止されて しまった

のである.浅 利 らが目指 した開会式のテーマ

は,① 平和への祈 り,② 世界 との連帯,③ 日本

表1　 長野五輪開会式プ ログラムのテクス ト・コンテ クス ト化と文化 メッセ ージ性
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から伝統文化のアピールであった とされる12).

表1は 開会式の各プログラムのテクス トをコ

ンテクス トに応 じ,ど のような型枠で認識 し解

釈できるかを示 したものである.さ らに,そ の

プログラム ・テクス トのもつ象徴的な意味とそ

の意味のメッセージ性のもつローカリズムから

グローバ リズムまでのメッセージの拡がりの巾

を示 している.

開会式のプログラムにおいて,日 本文化の発

信というテーマはローカリズムを中心としたナ

ショナリズムの展開として演出されたといえる

が,5大 陸同時の地球交響曲の大合唱以外に世

界との連帯というテーマはあまり発信されてい

ない.特 に,ア ジア地域 との連帯や交流 という

リージ ョナリズム(地 域主義)の 思想の発信は

皆無であったといえる.平 和への祈 りというテ

ーマは,祈 りというよりはむ しろ森山良子 と雪

ん子らの 「ピース ・アピール ・ソング」 という

形で訴えられた.こ の種の平和や未来,希 望な

どのアピールは トランスナショナルなイデオロ

ギーであるといえるが,そ のような理想がこの

開会式のプログラムにおいてグローバルなレベ

ルで展開されたかどうかについて考えると,そ

れは今一つ不十分であった といえよう.

4.2オ リンピズムとしての展開

IOCの オ リンピック憲章によれば,開 会式

の 目的は第69条 第1項 において 「開会式およ

び閉会式はIOCが 定めたプロ トコルに従って

行われる.両 式典はオリンピズムというヒュー

マニズムの原理を反映 して描き出し,さ らにそ

の普 及 に寄与 す る もので なけれ ばな らな

い.」13)と定め られている.開 会式プログラム

は,オ リンピズムというヒューマニズムの原理

を表現 し,そ の普及に寄与することが使命であ

る.さ らにその上,第3項 において式典プロ

グラムの詳細はIOCの 承認を必要 とすること

とされている.浅 利 らの開会式プログラムの事

前公開 とい う試みは,こ のIOCの 承認 を得る

という規定によってその実現を阻まれたという

ことになる.

ところで,開 会式で表現される必要があるオ

リンピズムという概念については,次 のように

考えることができよう.オ リンピズムには様々

な定義 とその内容が見 られるが,こ こでは舛

本14)の 個 人 主 義individualism,民 族 主 義

ethnocentrism,国 家主義nationalism,国 際主

義internationalism,超 国家主義transnational-

ismと いう5つ のレベル的な区分を先ず確認す

る必要 がある.さ らに田原15)が紹 介 した元

10A会 長シミチェックのオ リンピズム解釈か

ら,教 育的価値,平 和的価値,達 成的価値,倫

理的価値,美 的価値,宗 教的価値 という価値内

容 としての区分を参照することにする.

このようなオリンピズム観と長野五輪開会式

のプログラムとの関連性が問われなければなら

ない.長 野冬季五輪大会組織委員会は 「愛 と参

加の五輪」 という標語を掲げたが,大 会の基本

理念は①子 ども達の参加促進,② 美 しく豊かな

自然 との共存,③ 平和 と友好の祭典の実現 とい

う3点 であった.こ の三つの大会理念,制 作

サイ ドの開会式の三つのテーマがIOCの 規定

するオ リンピズムの表現 と普及に役立ちうるも

のであったか どうかを ここで確認す る.表1

に見られるように開会式の各プログラムは,長

野の地方文化を基調 とした日本 というナシ ョナ

ルな文化性が,オ リンピック儀式のインターナ

シ ョナリズムを経て,さ らに小沢征爾の仕掛け

た地球シンフォニーによって世界的な普遍的文

化(ト ランスナショナリズム)ま で拡大されて

発信されたと考えることができる.こ れはロー

カリズム-地 方の視点-か らの文化性がグロー

バ リズム-地 球的規模-の 文化的展開として表

現されたと解釈することができる.し かしなが

ら,長 野文化の発信はローカル ・アイデンティ

ティのグローバルな次元での発信 ということで

あって,グ ローバルなレベルに相応 しい トラン

スナショナルな平和や友情,愛 といった精神文

化性(イ デオロギー)が グローバルな次元で発

信されたということに直結するものではない.
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その意味では,開 会式の文化プログラムは 日本

文化のグローバルレベルでの静かなショー(ス

ペクタクル)で あったことは事実かも知れない

が,そ れがどこまでテレビ視聴者に理解された

かどうかについては不確かである.ま た,ア ル

ペンスキー滑降競技のスター ト地点騒動に象徴

された環境問題 というインターナショナルでグ

ローバルな問題は,こ の開会式では土に還 りや

すい風船で創 られた鳩を用いたこと以外には窺

えなかった.プ ログラム最後の自衛隊の曲技飛

行という趣向はこの環境問題から見ても逆効果

でさえあったといえる.

この開会式においてグローバルな文化発信は

小澤征爾指揮による5大 陸を結んだ地球 シン

フォニー 「歓喜の歌」のコーラス ・プログラム

であったといってよい.こ れは衛星放送を駆使

してハイテクによってタイムラグを無 くし,世

界5都 市 と長野を結んだ同時のコーラス とい

う歴史的な試みが実現 したのである.こ れはま

さに空間の隔絶を無化し時間感覚を変容させる

グローバ リズムの象徴的な仕掛けであった とい

える.し か しながら,浅 利 らの演出を見る限

り,音 楽の普遍性 という トランスナショナルな

文化性がやはり日本人である小沢征爾 というナ

シ ョナル ・アイデンティティによって仕掛けら

れたというべきであって,こ こにおいてもナシ

ョナリズムの発信が浅利らの中心的な意図であ

ったことも窺い知れる.そ の意味では,開 会式

におけるこれらの理念の発信がオリンピズムと

いう一つの教育理念の表現 と流布に寄与 したか

どうかについては,半 ば成功半ば失敗であった

といってよかろう.

5.開 会式 メ ッセ ージ はどの よう に人 々

に理解 されたか

浅利らの意図や長野冬季五輪の組織委員会の

大会理念を確認 した上で,開 会式の各プログラ

ムがオ リンピズムの普及に寄与 したかどうかを

知る方法 として,一 つには一般大衆の意見の事

例を垣間見ることによって確認できる.そ れが

無作為抽出の国民的世論調査のような大がかり

で正式 とされる意見聴取の方法でなくとも,一

つの意見傾向として利用できよう.こ こでは,

日本国内と北米のインターネ ットのチャットに

示された意見を参照 し,ま たスポーツ学研究者

たちの意見傾向を参照 しておく.

日本の長野五輪チャットでは開会式批判が大

勢であった といって よい.一 例 として,平 成

10年2月7日 から10日 の4日 間で 「長野オ リ

ンピック運動に一言」16)に寄せ られた意見は67

件であった.そ の内,浅 利慶太の演出批判が

12件,開 会式全体への批判9件,伊 藤み どり

の点火演 出への批判9件,子 ども利用批判8

件等が主たる反対意見であった.賞 賛する意見

は7件 のみであった.こ こには同一人の複数

発信という重複がみられるが,日 本の一般的視

聴者の傾向として,開 会式プログラムに対 して

賞賛よりも否定的な意見が多かったことが窺い

知れる.し かも,演 出やプログラムの内容への

批判が多いのである.

アメリカではCBSが 独 占放送 したのである

が,そ の放映ぶりに対 してチャットで大批判が

起きている.し かも,こ れらの批判は浅利慶太

の演出に向けられたものではな く,CBSが コ

マーシャル中心の商業主義を貫 き細切れの報道

をしたことへの批判が多かったのである.特

に,開 会式の小澤征爾指揮の地球交響曲のプロ

グラムの際に2回 のコマーシャルが挟まれ,

しか もその上 に,開 会式に参加 しなかった

Michel Kwan選 手へのインタビ ュー録画が挿

入され,地 球的でハイテクを駆使 した実験的な

グローバ リズムの試みが寸断されたことへの批

判が中心的な内容である.2月7日 から10日ま

での4日 間でCNNSIの チャット17)へ寄せられ

た開会式関連の意見は117件 あ り,そ のうち,

肯定意見30件,否 定的意見136件 であった.こ

こでの肯定的意見 とはCBCと いうカナダの放

送がコマーシャルも全 くなく開会式プログラム

を十分堪能で きた という意見22件 を除けば,

開会式プログラム自体はあまり賞賛はされてい
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ないといえる.そ れ以上にCBSの 放映ぶ りへ

の批判が強いのである.コ マーシャル中心主義

批判33件,「 歓喜の歌Ode to Joy」 が寸断され

たことへの批判22件,全 体的放映のひ どさ24

件,生 放送よりもビデオテープ録画やインタビ

ューを挟む ような報道姿勢への批判19件,ア

ナウンサー批判11件 が多 く見 られた意見であ

る.

一部ではあるがインターネット上で学会ディ

スカッションの意見も聞 くことができた.ス ポ

ーツ哲学 ,ス ポーツ社会学の国際ネットに長野

五輪開会式でどのようなメッセージを受け取っ

たかを聞いた ところ,7件 が返信されてきた.

アメリカではCBSの 「歓喜の歌」カッ トへの

批判が3件 寄せられた.カ ナダからはCBCで

みた日本文化への懐疑 も示された.例 えば,土

俵入 りをあのような場違いな舞台で行っても真

の儀式性の意味は達成されないのではないか,

また一体誰のためのセ レモニーなのかという問

い も寄せ られた.ニ ュージーラン ドからは,

910bal villegeと い うマクルーハンの用語が実

感されたこと,ま た時間 ・空間の圧縮が 「歓喜

の歌」のプログラムで理解できたという意見が

寄せられた.オ ランダからは曙という存在 自体

がすでにインターナショナルなものであって,

日本文化発信の国際性を指摘する意見が寄せ ら

れた.こ のように,か な り的確な意見 も寄せ ら

れたが,全 体的にみて日本の儀礼に関する知識

が不足しているという指摘も多かった.そ の意

味からして,ロ ーカリズムやナシ ョナリズムの

次元の文化発信はあまり世界で理解されなかっ

た といってよかろう.つ まり,浅 利 らの試みは

小澤征爾の地球大合唱 という演出を除いてあま

り理解されなかったといえるのである.

ところで,ス ポーツ競技中継では競技それ自

体が高質のパフォーマンス-見 せ物-と な りう

るが,ス ポーツ大会の開会式放映では高質パフ

ォーマンスが期待できないという限界がある.

そのため,パ フォーマンスよりも物語化(主 要

選手の ドラマ化,ス トーリー化)と いう脚色が

必要 となる.し か しなが ら,そ の ような物語

は,祝 祭性をその特徴 とするような開会式では

意識が拡散 しがちな状況になり,見 る側にうま

く受信されない可能性 もある.そ の意味で,開

会式の日本文化の発信 という文化性は,物 語化

も難しく人々にうまく伝わ らなかったのかもし

れない.

6.結 語

結論 として,以 上のような国際的な視聴者の

意見から見る限り,浅 利 らの三つの意図であっ

た 「平和への祈 り」「世界 との連帯」「日本文化

のアピール」というテーマはあまりうまく受信

されなかったといってよい.平 和への祈 りに関

してはチャッ トには何 も載っていない.世 界 と

の連帯は小澤征爾のプログラムで世界的に関心

を呼んだが,そ れもCBS批 判にかき飛ばされ

た観がある.日 本では小沢征爾のこのプログラ

ムさえもほとんど評価されてもいない.日 本文

化の発信も世界的にはほとんど理解されていな

い.そ れはそれで,日 本文化があのような陳腐

な演出で理解されては困るという向きには好都

合であったかも知れない.小 澤征爾指揮の 「歓

喜の歌」の5大 陸同時合唱という仕掛けは,

まさに連帯,平 和,'協 力というグローバリズム

を表現する格好の材料であったが,小 澤征爾の

ナショナリティがそれを拒む材料になったとも

いえな くもない.特 に,開 会式 では平和,友

情,連 帯,愛,希 望など,ト ランスナショナル

なイデオロギーが表現されることこそが,オ リ

ンピズムの表現 と普及 ということに通ずること

になると思われるが,そ れらがグローバルな次

元で理解されたとはいえないようである.日 本

発アジア との連帯というリージョナ リズムも発

信されなかった.

オ リンピズムの価値内容に照らせば,平 和的

価値,美 的価値,宗 教的価値を開会式の演出で

は発信 しようとしたことが窺える.教 育的価値

は一校一国運動 として雪ん子たちには寄与 した

が,参 加選手たちに対する教育的価値の達成 と
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い う こ とに つ い て は不 確 定 で あ る.

日本 の チ ャ ッ トで見 られ る よ うな開 会 式 批 判

か ら して,誰 が主 役 か,何 が発 信 され た か,誰

が 見 て 楽 しん だ か,な どの問 題 に関 して は 不 確

定 な様 相 が窺 え る.そ の た め,ト ラン ス ナ シ ョ

ナ ル な イ デ オ ロ ギ ー を理 解 で きる よ うな 能 力 を

磨 くた め の メ デ ィア ・リテ ラ シー 教 育 の 必 要 性

が 今 後 の ス ポ ー ツ教 育 の一 つ の課 題 で あ る とい

う こ とこ とも付 言 して お い て よか ろ う.

(付記:本 研究 は1998年 度 日本体育 学会体 育原理 専

門分科会夏期合宿研究会(1998.7.28)お よび1998年

日本体 育 ・スポー ツ哲学会 第20回 大会(1998.8.18)

の発表を もとに加筆修正 した ものである.)
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